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　伊南、南郷地区では地元牧場の牛の飼料にするために8月に青刈りが行われています。日本では米の生産調整が昭和44
年から始まりました。 最初のころは、稲の作付けの休止を中心に行いました。その後、稲からほかの作物への作付けの対策
が行われてきました。ＪＡや、研究者の資料によると、2000年ごろからは、自給率の低い麦・大豆・飼料作物などの土地利用
型作物の本格的な生産が行われ、水田を利用した農業の多角的経営を目指すようになりました。
　南会津町では、地元に牧場がある事から、水田の有効活用の為、主食以外で稲を牛などの飼料に活用しようと、青刈りが
行われるようになりました。
　地元南会津町の角田牧場では稲が実る前に稲を刈り、ＷＣＳというシステムを取り入れ、8月後半から稲刈りを行っていま
す。ＷＣＳとはホールクロップサイレージの略で、稲の穂・茎・葉を同時に収穫し、サイレージに加工します。刈り取りと同時に
サイロとして使う事ができるシステムです。稲は、ラップでままかれ密封され、乳酸発酵し飼料となります。ラップはサイロの働き
をします。角田さんは自分の牧場の牧草と稲の飼料で飼っている牛の飼料を間に合わせているそうです。
　角田牧場ではおよそ90頭の牛飼われています。1日あたりの原乳の生産量は約800～850kg。牛乳本来の甘さが味わえ
る牛乳を販売しています。このほか、「ふってみやれ」で話題の、ヨーグルトも人気です。「食べる牛乳」として多くの人がおいし
い！と評価しています。水田を活用し稲を飼料とする、新しい形が生まれていました。

ホールクロップサイレージ　
稲を刈って丸くまとめラップし発酵させる

9月5日　15：00町民手づくり舞台第3回練習会　　　　　  
見学できます　御蔵入交流館　 随時申込受付中！
9月11日　古町のまつり　規模縮小で神事のみ開催
9月12日　360歳ソフトボール大会
9月26日　14：00　塩田美奈子の「おはなしオペラ」蝶々夫人
蝶々夫人のアリアを聞くチャンス。題名のない音楽会やBS日本
の歌に多く出演した塩田美奈子さん。絵本を読むようなお話と
共に・・・。チケット1000円　御蔵入交流館　全席指定
たじまCATVでも取り次ぎします。
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　8月7日、針生地区の黒森沢で、川遊びイベント「清流バトルロワ
イアル」が、開催されました。およそ60人の親子が参加。ひのきス
ポーツクラブが主催しました。プールの様に整備され、安全に遊べ
る黒森沢は、針生地区で子供たちに長く親しれてまれきた沢です。
ボート遊び、イワナのつかみどり、川遊びなどを満喫しました。遊び
の後、イワナのつかみ取りでつかんだイワナを焼いて食べました。
　事業部長の、湯田航大さんは、「小さいころから遊んでいた川を
今の小学生たちに楽しんでもらいたい、大人になった時、またその
子供たちにこの楽しさを伝えてほしい、という思いから始まりました
」と話してくれました。
　マネージャーの瀬谷恵さんは「最近はなかなか遊べない。川遊び
を楽しんで欲しい」と河童に扮し子供たちを楽しませていました。

子供から大人合唱やダンス参加者、スタッフを随時募集中
教育委員会生涯学習課またはたじまCATVへお問い合わせください.

リモート参加も可能にした

　南会津町手づくり舞台公演実行委員会（教育委
員会内）が行う舞台の合唱練習が8月1日、始まりま
した。およそ25人が参加しました。新型コロナ感染防
止の為、発声練習は行わず、ハイライトの場面の譜読
みと音とりを行いました。会津若松市の原千津子先
生が指導を行いました。2回目の8月22日には、リモ
ート参加を可能にする為、ZOOM配信も行い参加し
やすい環境を整備しました。実行委員会では「歌の
練習が大変な方は、役者・スタッフとして参加してくだ
さい」と参加を呼びかけています。実行委員会では随
時参加者を募集しています。
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